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稚 蚕人工 飼料育蚕児の 3齢 期の取扱い法
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1は し が き

推蚕 (1～ 2齢 )を人工飼料で飼育した蚕児のその後の

取扱い法の可否は,作柄及び繭質に及ぼす影轡が大きいこ

とを,著者の一人は家の光 1979年 10月号で述べ,ま たその

他の報告もみられる。

これを実際に農家へ配蚕した場合の 3齢期の取扱い方法

について,温度及び桑葉の面から検討し,実用化に移す場

合の問題点を知ろうとして試験を実施した。

2試 験 方 法

昭和 54年の春,初秋及び晩秋の3蚕期に試験を実施した。

供試蚕品種として春蚕期は長安 X太平を,初秋及び晩秋蚕

期は錦秋 X鐘和を用い, 1～ 2齢 はキャリアー蚕室内でモ

ーラスによる人工飼料飼育を, 3齢 はキャリアー蚕室で桑

葉による普通育と,補温・防署設備が無い屋内で桑葉によ

る普通育を行い,4～ 5齢は補温・防署設備がある屋内で
条桑育を実施した。その場合3齢期のみの取扱い法として,

飼育温度がキャリアー蚕室内を適温 (26～ 27C)及び低温
(24～ 25C)と し,屋内は無補温 無防署にして変温状態
にし,その各々の飼育場所で3齢期の給与桑葉をそれぞれ

軟葉,適葉及び混葉 (1日 目のみ軟葉を給与した後, 2日

日以降は適葉 )で飼育した。なお軟葉は最大光葉を含めて

それより上の部分,適葉は最大光葉の 1枚下から下め8枚

までとした。その実施条件は表 1の とおりである。

表 : 実施条件

3試 験 結 果
1～ 2齢期人工飼料育蚕児の配蚕後の取扱い方法につい

て,特に3齢期の飼育温度と給与桑葉質について検討した

ところ,その結果は次の通りである。

1)3齢期の飼育温度は,適温区では春 262C(最低
257C,最高 267C).初 秋 265C(最低 261C,最 高
269℃ ),晩秋 263C(最低 259C,最高 267C)で あ
り,低温区では春 248C(最低 243C,最高 253℃ ),
初秋 250C(最低 245C,最高 255C),晩 秋 249℃ (最
低 245℃ ,最高 253C)で あり,変温区では春 255℃ (最
低 188C,最高 289C), 初秋 262C(最低203C,最
高 328C), 晩秋 259C(最低 194C,最高 332C)で
あった。

2)3齢期の経過日数は,各蚕期とも飼育温度によって
差異があり,適温区<変温区<低温区の順に短かったが,

その差は適温区と低温区で 10時間足らずであった。 4～ 5

齢期の経過日数は 3齢期とはとんど同様な傾向であった。

一方,給与桑の葉質の差による経過日数の影響はみられな

かった。

3)掃立～結繭減蚕歩合は各蚕期とも飼育温度でみると,

適温区く変温区く低温区の順に少なく,給与桑の葉質でみ

ると,混葉区く適葉区く軟葉区の順に少なかった。これら

の組合せでは,各蚕期とも適温・混葉区が最も少なく,次

表2 飼育調査
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いで変温 混葉区で低温 軟葉区が最も多かった。
4)掃立蚕1万頭収繭量は各蚕期とも飼育温度でみると,

適温区>低温区>変温区の順に多く,給与桑の葉質でみる

と,混葉区>適葉区>軟葉区の順に多かった。これらの組
合せでは各蚕期とも適温 混葉区が最も多く,次いて適温

混葉区,低温 混葉区と続き,変温 軟葉区と低温 軟薬
区が最も少なかった。

5)繭質は各蚕期とも飼育温度でみると,適温区>低温

区>変温区の順にまさり,給与桑の葉質でみると,混葉区

>適葉区>軟葉区の順にまさった。これらの組合せでは,

各蚕期とも適温・混葉区と低温 混葉区がまさり,変温
軟葉区が最も劣った。

4考    察

稚蚕期に人工飼料育を実施 した蚕児の配蚕後の取扱いに

ついては,その注意事項が呈示されているが,農家で実際

にこれを行う場合,稚蚕桑葉育の頃とほとんど同じような

取扱いをしている者が多い現況である。しかし人工飼料育

蚕児は 1～ 2齢高温飼育されているため3齢 になっても高

温に対する感受性がなお残っているので, 3齢 になって急

激に温度を低くしてはならず,従来の桑葉育での 3齢期の

適温よりもlC高 く26℃ ぐらいを目標にして飼育する必要

があることを本試験の結果裏付けることができた。

一方, 3齢飼食後は従来蚕児を人工飼料から桑葉に早く

なじませるため軟らかめの桑葉を給与するような方法がと

られているが,軟 らかめの桑葉は飽食後 1日間だけで,そ

の後は従来と同様な桑葉を給与する必要がある。本試験の

結果 ,3齢期桑葉に切替えてから終始軟葉で飼育すると虫

質と繭質を悪化させる結果が認められたので注意を要する。

め

1～ 2齢期人工飼料で飼育した蚕児の配蚕後 3齢期の取

扱い法としてその飼育温度あるいは桑葉葉質との関係につ

いて試験を実施したところ,温度は26Cを目標に飼育し,

用桑は鶴食後 1日 間だけは最大光葉より上部の軟葉を給与

し, 2日 目以降は従来と同様に最大光葉の 1枚 下から8枚

めぐらいまでを給与することが虫質及び繭質面からみて最

も理想的な方法であることが判明した。

従って, 3齢期の飼育環境を整備するため,維蚕人工飼

料育蚕児を飼育する場合は特に春蚕期の補温 ,初秋蚕期の

防暑,晩秋蚕期の防暑と補温に注意し,またその用桑の葉

質の選択に留意する必要がある。
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春

適温・適葉区

″ 軟葉区 217 514
″ 混葉区 533

低温 適葉区 217 51 6
″ ・軟葉区
″ ・混葉区
変温 適葉区
″ ・軟葉区
″ 混葉区 20 5 2 15 512

初

秋

適温・適葉区 1 77 24 0

″ 軟葉区
″ ・混葉区 166

低温・適葉区 1 77 42 1

″ ・軟葉区 1 76 415
″ ・混葉区 1 79

変温・適葉区 418
″ ・軟葉区 1 73 410
″ ・混葉区

秋

適温・適葉区 496
″ 軟葉区
″ 混葉区
低温・適葉区 493
″ ・軟葉区 197 483
″ ・混葉区 496

変温 適葉区 2 00

″ ・軟葉区 478
″ 混葉区


